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自治区って何？

〈お住まいの自治区、区長の確認〉

市長と被災経験者が語る、   いざというときの備え市長と被災経験者が語る、   いざというときの備え市長と被災経験者が語る、   いざというときの備え
「 近 助 」の 備 え    で き て い ま す か ？

き ん  じ ょ

　今
回
、市
長
と
被
災
経
験
者
で
あ
る「
や
ま
も
と
語

り
べ
の
会
」の
渡
邉
さ
ん
が
、地
域
防
災
や「
自
治
区
」

の
役
割
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。対
談
を
通
じ

て
み
え
て
き
た
、い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
備
え
や

日
常
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。  

防
災
は
「
近
所
」
か
ら
始
め
よ
う

近
所
で
近
助

市
長
：
ま
ず
は
地
域
が
開
催
す
る
行
事
に
参
加
し

て
み
た
り
、自
治
区
に
加
入
し
て
、地
域

で
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
も
、防
災
の

第一歩
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。  

渡
邉
：
そ
の
と
お
り
で
す
。近
所
で
の「
お
は
よ

う
」「
あ
り
が
と
う
」の
声
か
け
が
、有
事
の

際
の
命
を
守
る
力
に
な
り
ま
す
。今
日
か

ら
ぜ
ひ
行
動
を
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
治
区
へ
の
加
入
は
、
備
え
の
第一歩

渡
邉
：
そ
う
で
す
ね
。加
入
世
帯
は
避
難
所
運
営
や

物
資
配
布
の
情
報
が
ス
ム
ー
ズ
に
届
き
ま
す

が
、未
加
入
だ
と
孤
立
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。特
に
若
い
世
代
や
移
住
者
に
は
、加

入
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
安
心
感
を
知
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。 

市
長
：
防
災
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？ 

渡
邉
：
ま
ず
は「
あ
い
さ
つ
」か
ら
始
め
る
こ
と
で
す
。

「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」と
声
を
掛
け
合

う
だ
け
で
、地
域
の
中
で
助
け
を
必
要
と
す

る
人
が
自
然
と
見
え
て
き
ま
す
。ま
た
、靴

を
揃
え
る
、枕
元
に
ス
リ
ッ
パ
を
置
く
な
ど
、

小
さ
な
習
慣
が
、災
害
時
に
命
を
守
る
行
動

に
つ
な
が
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
へ
の
防
災

教
育
も
大
切
で
す
ね
。学
校
で
避
難
訓
練
や

「
ま
ち
探
検
」を
行
え
ば
、子
ど
も
た
ち
が
家

庭
に
伝
え
、地
域
全
体
の
防
災
意
識
が
高
ま

り
ま
す
。

知
っ
た
顔
の
安
心
感

市
長
：
震
災
の
教
訓
を
次
世
代
に
伝
え

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
？  

渡
邉
：
慰
霊
碑
等
の
石
碑
を
建
て
る
だ
け

で
は
だ
れ
も
語
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

人
が
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。特
に
子
ど
も
た
ち
に
教

訓
を
伝
え
れ
ば
、次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
防
災
意
識
を
広
め

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。  

市
長
：
そ
う
で
す
ね
。地
域
で
開
催
し
て

い
る
防
災
訓
練
等
で
意
識
を
高

め
た
り
、震
災
に
よ
る
被
害
を
次

世
代
へ
語
り
継
ぐ
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
も
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

震
災
の
教
訓
を
次
世
代
に
伝

え
る
た
め
に

市
長
：
災
害
へ
の
備
え
に
は「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
が
、渡
邉
さ
ん
が
震
災
を
通
じ

て
最
も
重
要
だ
と
感
じ
た
の
は
何
で
し
ょ
う

か
？  

渡
邉
：
発
災
直
後
の
１５
分
間
に
助
け
て
く
れ
る
の
は

近
所
の
方
で
す
。私
は
、そ
れ
を「
近
助
」と
呼

ん
で
い
ま
す
。「
近
助
」が
最
も
大
切
で
す
。普

段
か
ら「
あ
い
さ
つ
」や
交
流
を
通
じ
て
地
域

の
つ
な
が
り
を
深
め
て
お
け
ば
、災
害
時
に

自
然
と
助
け
合
え
る
環
境
が
生
ま
れ
ま
す
。  

市
長
：「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、普
段
の
関
係
づ
く
り
が
重
要
で
す
ね
。

特
に
自
治
区
に
加
入
す
れ
ば
、顔
の
見
え
る

つ
な
が
り
が
で
き
、災
害
時
に
迅
速
な
対
応

が
可
能
に
な
り
ま
す
。  

き
ん
じ
ょ

「やまもと語りべの会」会長　

渡邉　修次 氏
わ た な べ しゅう　 じ

　東日本大震災当時、宮城県山
元町で中学校の校長を務める。
発災当日は卒業式で、学校にい
たところ被災。避難所運営等の
指揮をとり、学校での避難所生
活に寄与した。現在は、山元町
にある「震災遺構 中浜小学校」
で語り部ガイドをし、被災体験
の伝承活動を実施。

やま

もとちょう

【問合わせ】市民協働課　☎８４－０６０９

“ずっと住み続けたいまち”をつくる組織で
す。地域のみんなが気持ちよく暮らせるよう
に、さまざまな地域課題に協力して取り組む
のが自治区の大きな役割となっています。
必要に応じて行政とも連携しながら、それぞ
れの地域の特性に合わせて多様な活動をし
ています。

～「自治区」は、あなたにいちばん身近な地域の集まり～

みなさんがお住まいの地域を、
「ずっと住み続けたい」「住んで
よかったと思う」まちにしていき
ませんか？

お住まいの地域の自治区や区長さんは、右記QRコードからもご確認いただけます。
【確認手順】
　画面左端にある「　」を開く⇒テーマ変更⇒地域のくらし内の「自治区」を選択してご覧く
　ださい（「詳細を見る」を押すと、区長さんの名前をご確認いただけます）。
※自治区への加入に関するご相談や区長さんのご連絡先は、市民協働課にご連絡ください。
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情 報 コ ー ナ ー

小栗風葉は明治期に活躍した小説家で、明治８年に愛
知県半田町で生まれました。上京した後には「金

こんじき
色夜

や し ゃ
叉」や「二

に に ん
人女

にょうぼう　
房」

などの作品を残した尾
お ざ き

崎紅
こうよう

葉の門下生となり、泉
　いずみ

鏡
きょうか

花、徳
と く だ

田秋
しゅうせい　

声、柳
やながわ

川
春
しゅん

葉
よう

とともに紅葉門下の四天王と呼ばれました。半田の醸造家を舞台と
した「亀

きっこう
甲鶴

づる
」は幸

こ う だ
田露

ろ
伴
はん

の推奨を受けて出世作となり、その後も「恋
れ ん ぼ

慕
ながし」「鬘

　 かつら
下
し た じ

地」などの力作を発表して文壇での地位を確立します。明
治３８年からは読売新聞に「青春」を掲載し、学生を中心に大変な評判となり生涯の代表作となりまし
た。明治４２年には未完となっていた紅葉の「金色夜叉」の続編「終篇金色夜叉」を刊行しています。

風葉の絢爛たる美文は高く評価され、「小紅葉」とも称せられました。
本展では、小栗風葉の原稿や書簡、作品が掲載された単行本や文芸雑誌などを展示し、風葉の生

涯や作品、周辺人物などを紹介します。

　９月２０日（土）～１１月３日（祝）　　 　博物館２階　特別展示室

★来場者には『記念しおり』をプレゼント★
※一度の来館につき一人１枚まで。無くなり次第終了します。

関連イベント
◇ギャラリートーク

小栗風葉についてわかりやすくご紹介します。
　9月28日（日）　14時～１4時３０分　　 　博物館２階　特別展示室

◇企画展関連講座「ブックケースを作ろう」

明治期から流通した洋装本の歴史を学びながら文庫本のブックケース
（外箱）を作ります。お気に入りの文庫本にケースを作ってみませんか。
　10月19日（日）　１３時３０分～１５時３０分
　博物館２階　第１会議室　　 　小学５年生以上（小学生は保護者同伴）
　１５名（先着順）　　 　筆記用具、はさみ、カッターナイフ、定規、文庫本
　3００円
　９月7日（日）から30日（火）に申込フォームからお申込みください。
　博物館　☎２３-７１７３

広 告

ページ番号
1010112

画像提供：日本近代文学館

▲申込フォーム

※画像はイメージです

半田市の市外局番は▶0569 18はんだ市報　2025.9



情 報 コ ー ナ ー

旧中埜家住宅でミニ置き畳をつくろう旧中埜家住宅でミニ置き畳をつくろう
国の重要文化財に指定されている明治時代の住宅で、畳屋さんに教わりながらミニ置き

畳をつくります。
　１０月１２日（日）

　①９時３０分～１０時		  ②１０時１０分～１０時４０分
　③１０時５０分～１１時２０分	 ④１１時３０分～１２時
※１０分前にお越しください。
　重要文化財旧中埜家住宅２階　和室

※駐車場はありません。車でお越しの方は近隣の有料駐車場などをご利用ください。
　小学生以上（大人のみの参加も可）

※小学生は保護者同伴。
※参加者１名につき付き添いは１名まで
　各回７名程度（先着順）　　 　２,０００円／１セット2枚組
　９月７日（日）１０時から１０月４日（土）に申込フォームからお申込みください。
　博物館　☎２３-７１７３

　半田空の科学館
　　☎23-7175

⃝１０月の星見会⃝
「土星と秋の星座を見つけよう！」
　星座早見盤を使って秋の
代表的な星座を探し、環

わ
が細

くなった土星を天体望遠鏡で
眺めます。
　１０月２５日（土）

　１９時～２０時３０分
　６０名（先着順）
　３歳～中学生２００円、

　高校生以上３００円
　９月１０日（水）９時から電
話または半田空の科学館
窓口へ

⃝大人のための観察会⃝
「星空パーティー」（後期）
　毎月第２、第４金曜日に大きな望遠
鏡で天体を観察して星空を楽しみま
す。おひとりさま大歓迎！
　１０月１０日、２４日、１１月１４日、２８日、
１２月１２日、令和8年１月９日、２３日、
２月１３日、２７日、３月１３日
（すべて金曜日）

　１９時～２０時
　高校生以上
　各回５名（先着順）
　３００円
　開催日の前月１０日９時から電話
または半田空の科学館窓口へ

⃝星見会プレミアム（後期）⃝
「望遠鏡をさわってみよう」
　１グループで１台の望遠鏡を貸し
切り！毎月のテーマはホームぺージ
でご確認ください。
　１０月１８日、１１月１５日、１２月２０日、
令和8年１月１０日、２月１４日、３月２１日

（すべて土曜日）
　１９時～２０時３０分
　２～６名の家族や友人
　各回３組（先着順）
　１,１００円／１組
　開催日の前月１０日９時から電
話または半田空の科学館窓口へ

広 告

ページ番号
1010221

▲申込フォーム
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情 報 コ ー ナ ー

ピエゾグラフによるピエゾグラフによる
いわさきちひろ展『窓ぎわのトットちゃん』いわさきちひろ展『窓ぎわのトットちゃん』

『窓ぎわのトットちゃん』は、黒柳徹子さんの幼少期の思い出
をつづった自伝的物語です。 本展では『窓ぎわのトットちゃん』
と２０２３年に出版された続編、絵本版に収録されたいわさきち
ひろの絵を、物語のエピソードとともに紹介します。 ちひろ美
術館学芸員によるギャラリートークやワーク
ショップも開催します。

　９月１３日（土）～１０月２６日（日）
　９時３０分～１７時
※休館日（木曜日）を除く
　ミツカンミュージアム　ＭＩＭホール
　無料

※館内見学は有料で事前予約が必要です。
　ミツカンミュージアム　☎２４-５１１１

ギャラリートーク
　９月１３日（土）、１０月１８日（土）

　①10時30分～　②11時30分～
　③13時30分～　④14時30分～
　（申込不要）

水彩ワークショップ
　期間中の毎週日曜日

　10時から15時30分の間で、
　30分ごとに開催
※12時〜13時は休憩
　各回5名（当日受付）

はんだの魅力発見ツアー

～ 牧場潜入！半田で育つ牛のことを知ってみよう ～
「はんだの魅力発見ツアー」は、若い世代に半田のまちを知ってもらい、好きになってもら

う、そんなきっかけづくりとなるツアーです。
お肉を食べたり、パンフレットだけでは知ることのできない「人」や「思い」を紹介します。
今回のテーマは“牛”！半田では、たくさんの牛が育てられています。どんな人がどのように牛を育ててい

るのか、牧場に潜入して教えてもらおう！
　１０月4日（土）　９時３０分～１２時
　小栗牧場　※蔵のまち東駐車場（半田市東洋町一丁目9番地）に集合し、バスで移動します。
　小学生の子とその保護者　　 　10組
　和牛繁殖肥育をおこなう小栗牧場の見学を行います。

お肉や牧場にまつわるお話を聞いたり、エサやり体験、和牛の試食があります。
　大人１，0００円／人、小人5００円／人
　９月17日（水）までに申込フォームからお申込みください。

※応募多数の場合は抽選とし、当選者のみメールにて通知します。当選通知は９月２4日（水）を予定しています。
　企画課　☎８４-０６０５

　\\参加者募集//　\\参加者募集//

ページ番号
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ページ番号
1010275

▲申込フォーム

第2弾

こげ茶色の帽子の少女
1970 年代前半
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情 報 コ ー ナ ー

スポーツ教室シリーズスポーツ教室シリーズ
目指せ１等！ かけっこ教室目指せ１等！ かけっこ教室

親子でレッツ！親子でレッツ！
「運動会ごっこ」「運動会ごっこ」

走るための基礎と速く走るコツを
トレーニングを通して学びます。
　１０月１１日（土）

　①１０時～１１時３０分
　②１３時３０分～１５時
　半田市体育館　体育室
　小学１年生～４年生
　各回２５名（先着順）
　８００円
　タオル、飲み物、体育館シューズ（上履き不
可）
　９月１０日（水）９時から電話または半田市

体育館窓口へ　☎２３-７１７６

体育室の広いスペースで思いっ
きり体を動かします。子育てに関す
る講師のお話も交え、同世代が楽
しく交流できるイベントです。
　１０月８日（水）

◇幼児コース　９時３０分～１０時３０分
◇赤ちゃんコース　１１時～１２時
　半田市体育館　体育室
　

◇幼児コース　２～３歳児とその保護者
◇赤ちゃんコース　０～１歳児とその保護者
　各コース２５組（先着順）
　５００円／1組
　バスタオル、飲み物
　９月１０日（水）９時から電話または半田市

体育館窓口へ　☎２３-７１７６

半田運河プロギング（ジョギング&ゴミ拾い）半田運河プロギング（ジョギング&ゴミ拾い）
プロギングとは、ジョギングをしながらゴミ拾いをする新しいスポーツです。

ゴミ拾いとは思えない爽快感を一緒に味わいましょう。

　１０月１８日（土）　９時～１１時※雨天順延
　JR半田駅周辺
　どなたでも、先着６０名　　 　無料
　飲み物、タオル（軍手やゴミ袋などは用意しますので不要です。）
　９月７日（日）から１０月１０日（金）に公式ホームページからお申込み
ください。
　スポーツ課　☎２２-１１８４

広 告

土地・建物・マンション・アパート等

半田市瑞穂町８丁目１２－１２　カミヤビル１Ｆ

☏ ０１２０－０７－０２９０

有限会社カミヤエステート

買取物件大募集
査定無料　お気軽にお問い合わせください

ページ番号
1008923

ページ番号
1010214
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情 報 コ ー ナ ー

９月１０日は下水道の日！９月１０日は下水道の日！
下水道に関するイベントを開催します。ぜひご参加ください！

全3種のマンホールカードを集めた方、または
クロスワードのキーワードを完成させた方に下水
道関連グッズをお渡しします！
受取場所：市役所2階 下水道課 ※先着順
詳細は市ホームページをご覧ください。

催
し

自
然
体
験・観
察
会 

～
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
に 

会
え
る
か
な
～

任
坊
山
で
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
観

察
会
を
行
い
ま
す
。

　
１０
月
１２
日
㈰

　
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　
任
坊
山
公
園

　
（
任
坊
山
公
園
駐
車
場
に
集
合
）

　
市
内
在
住
の
方
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

　
４０
名
程
度
（
抽
選
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
は
ん

だ
エ
コ
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
を
優

先
し
ま
す
。

　
無
料

　
タ
モ
、
虫
か
ご
、
歩
き
や
す

い
靴
な
ど

　
９
月
１６
日
㈫
ま
で
に
参
加
者

全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
を
申
込
み
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
環
境
課

　
☎
２１-

４
０
０
１

亀
崎
図
書
館 

オ
タ
ッ
シ
ャ
音
読
教
室

２
０
２
５
長
月

テ
キ
ス
ト
を
参
加
者
全
員
で
声

に
出
し
て
読
ん
だ
後
、
簡
単
な
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。

　
９
月
２６
日
㈮

　
１０
時
３０
分
～
１２
時

　
亀
崎
公
民
館　
会
議
室

　
５５
歳
以
上
の
方

　
１６
名
（
先
着
順
）

　
無
料

　
９
月
１２
日
㈮
１０
時
か
ら
電

話
ま
た
は
亀
崎
図
書
館
窓
口
へ

☎
２９-

５
０
６
０

半
田
運
河 

新
酒・ 

地
酒
ま
つ
り

「
國
盛 

本
醸
造 

新
米
新
酒
あ

ら
ば
し
り
生な

ま
げ
ん
し
ゅ

原
酒
」
の
有
料
試
飲

を
は
じ
め
、
知
多
半
島
の
酒
蔵
に

よ
る
日
本
酒
の
試
飲
や
、
グ
ル
メ

ブ
ー
ス
の
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
１０
月
４
日
㈯
、
5
日
㈰

　
１０
時
～
１６
時

　
國
盛 

酒
の
文
化
館

　
半
田
市
観
光
協
会　

　
☎
３２-

３
２
６
４

広 告

マンホールウォークラリー
　9月10日(水)～10月17日(金)
　マンホールカード（全3種類）
を集めよう！ 

マンホールカード配布場所
・半田赤レンガ建物
・クラシティ1階　クラシカフェ
・市役所　下水道課

下水道ガチャ
　９月１０日（水）～３０日（火）

※在庫がなくなり次第終了
　市役所　正面玄関
　１００円／１回

クロスワードに挑戦！
　9月10日(水)～10月17日(金)
　ホームページに掲載する「下
水道クロスワード」を解いて
キーワードを完成させよう！

ページ番号
1005938

▲申込フォーム
▲はんだ

エコファミリー制度

半田市の市外局番は▶0569 22はんだ市報　2025.9



情 報 コ ー ナ ー

２０２５はんだふれあい産業まつり２０２５はんだふれあい産業まつり
「フリーマーケット」出店者募集「フリーマーケット」出店者募集

　１１月８日（土）　９時３０分～１５時３０分
　ＪＦＥスチール㈱知多製造所
　市内在住・在勤の方　※高校生以下は保護者の承認が必要です。
　５０区画（抽選）
　１，０００円／１区画

※１グループ（１家族）１区画まで。路面出店のみで、車での出店はできません。
　９月１３日（土）１２時から２０日（土）１２時に成岩第三区コミュニティサイトから
お申込みください。

※今回の募集から、オンライン申込に変更しています。
　神戸公民館（９時～１２時）

　☎２２-４８５３　 furima.handa2025@gmail.com

募
集

使
用
し
て
い
な
い

「
は
ざ
木
」を 

探
し
て
い
ま
す

市
内
一
部
小
学
校
で
の
体
験
農

業
で
使
用
す
る
「
は
ざ
木
」
を
探

し
て
い
ま
す
。
今
後
使
用
の
予
定

が
な
い
「
は
ざ
木
」
を
お
譲
り
い

た
だ
け
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
産
業
課　
農
務
担
当

　
☎
８４-

０
６
３
６

プ
ラ
チ
ナ
婚・ 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚・

金
婚
を 

お
祝
い
し
ま
す

長
年
支
え
あ
い
励
ま
し
あ
っ
て

こ
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま

す
。
記
念
式
典
の
開
催
お
よ
び
賀

詞
・
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
決
定
次
第
、
申
込
者

に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
１１
月
２２
日
㈯

　
瀧
上
工
業
雁
宿
ホ
ー
ル

　◇
プ
ラ
チ
ナ
婚　

　
昭
和
３０
年
１１
月
３０
日
以
前
に
婚

姻
さ
れ
た
ご
夫
妻

◇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚　

　
昭
和
４０
年
１１
月
３０
日
以
前
に
婚

姻
さ
れ
た
ご
夫
妻

◇
金
婚　

　
昭
和
５０
年
１１
月
３０
日
以
前
に
婚

姻
さ
れ
た
ご
夫
妻

　
９
月
３０
日
㈫
ま
で
に
申
込
用

紙
を
高
齢
介
護
課
ま
た
は
半
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
瀧
上
工

業
雁
宿
ホ
ー
ル
内
）
へ

※
申
込
用
紙
は
、
高
齢
介
護
課
ま

た
は
半
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
り
ま
す
。
窓
口
で
の
受
取

り
が
難
し
い
方
に
は
郵
送
し
ま

す
。
ま
た
、
市
お
よ
び
半
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※
申
込
み
は
、
金
婚
等
そ
れ
ぞ
れ

の
区
分
で
１
回
限
り
で
す
。

　
高
齢
介
護
課　

　
☎
８４-

０
６
４
８

　
半
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８４-

２
３
２
４

相
談

空
き
家
に
関
す
る

司
法
書
士 

無
料
相
談
会

「
空
き
家
・
実
家
を
相
続
す
る
、

売
却
を
考
え
て
い
る
、
名
義
変
更

を
し
た
い
」
と
い
っ
た
、
空
き
家

な
ど
に
関
す
る
相
続
や
登
記
手
続

き
に
つ
い
て
司
法
書
士
へ
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
９
月
１０
日
㈬
、
１０
月
８
日
㈬
、

１１
月
１２
日
㈬

※
通
年
で
毎
月
第
２
水
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
１３
時
～
１６
時

　

市
役
所
３
階　

建
築
課
前　

相
談
室
１

　
無
料

　
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
電

話
で
建
築
課
へ

　
☎
８４-

０
６
７
０

※
空
き
状
況
に
よ
り
当
日
相
談
も

可
能
で
す
。

ページ番号
1008504

▲成岩第三区コミュニティサイト
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情 報 コ ー ナ ー

相
談

膠
原
系
難
病 

講
演
会・ 

相
談
会

関
節
リ
ウ
マ
チ
や
全
身
性
エ
リ

テ
マ
ト
ー
デ
ス
な
ど
の
膠
原
系
難

病
患
者
が
よ
り
安
心
し
て
在
宅
療

養
で
き
る
よ
う
に
医
療
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
１０
月
１
日
㈬

　
１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

　
半
田
保
健
所

　
膠
原
系
難
病
患
者
と
そ
の
家

族
　
３５
名
（
先
着
順
）

　◇
講
演
「
膠
原
系
～
疾
患・治
療・

病
気
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い

て
～
」

◇
相
談
会

　
９
月
１７
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
半
田
保
健
所
健
康
支
援
課
難

病
担
当
へ　

　
☎
２１-

３
３
５
４

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病 

患
者
家
族
教
室

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
が
、
安

心
な
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
１０
月
１７
日
㈮　
１４
時
～
１６
時

　
半
田
保
健
所

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
と
そ

の
家
族

　
３０
名

　◇
講
演
「
今
日
か
ら
出
来
る
！
か

ん
た
ん
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
生
活
の
工
夫
」

◇
交
流
会

　
９
月
８
日
㈪
１０
時
か
ら
１２

日
㈮
に
電
話
で
半
田
保
健
所
健

康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ

へ
　
☎
２１-

３
３
５
４

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
受
講

可
能
な
方
に
１０
月
３
日
㈮
ま
で

に
受
講
決
定
通
知
を
送
付
し
ま

す
。

司
法
書
士
に
よ
る 

無
料
相
談
会

　
１０
月
１
日
㈬　
１３
時
～
１６
時

　
瀧
上
工
業
雁
宿
ホ
ー
ル

　

中
央
公
民
館
２
階　

第
１
、２

会
議
室

相
談
内
容　
相
続
登
記
義
務
化
に

関
す
る
こ
と
、
相
続
・
遺
言
に

関
す
る
登
記
、
土
地
や
建
物
の

相
続
・
売
買
・
贈
与
な
ど
の
登

記
、
会
社
設
立
・
増
資
な
ど
の

登
記
、
簡
易
裁
判
所
で
の
民
事

訴
訟
、
多
重
債
務
・
自
己
破
産
、

裁
判
所
へ
の
申
立
書
類
の
作
成
、

成
年
後
見
制
度

　
無
料
（
申
込
不
要
）

　
愛
知
県
司
法
書
士
会
半
田
支
部　

☎
３２-

８
８
９
５

行
政
書
士
に
よ
る 

無
料
相
談
会

　
１０
月
１
日
㈬　
１３
時
～
１６
時

　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田　
第
5
会

議
室

相
談
内
容　
遺
言
、
相
続
、
農
地

転
用
、
飲
食
業
・
建
設
業
な
ど

の
許
可
、
入
管
手
続
き
、
法
人

の
設
立
、
車
の
名
義
変
更
、
そ

の
他
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
の

作
成

　
無
料
（
申
込
不
要
）

　
愛
知
県
行
政
書
士
会
知
多
支
部

　
☎
０
９
０-

８
８
６
５-

９
９
４
８

不
動
産
鑑
定
士

に
よ
る 

無
料
相
談
会

　
１０
月
３
日
㈮　
１０
時
～
１６
時

　
瀧
上
工
業
雁
宿
ホ
ー
ル　
２

階　
集
会
室

相
談
内
容　

土
地
価
格
、
地
代
、

家
賃
、
借
地
権
、
相
続
時
の
土

地
の
分
割
、
不
動
産
の
有
効
利

用
等

　
無
料
（
申
込
不
要
）

　
（
公
社
）
愛
知
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
事
務
局

　
☎
０
５
２-

２
４
１-

６
６
３
６

広 告

https://www.boatrace-tokoname.jp

※市ではＢＯＡＴＲＡＣＥとこなめで年24 日間のレースを開催し、その収益を市民サービス向上
の財源として活用しています。

レース名 開催日
第７回愛知・名古屋
アジア・アジアパラ大会協賛競走 8月28日（木）～9月2日（火）

住信SBIネット銀行賞 9月18日（木）～22日（月）

ウィンボとこなめ開設16周年記念 常滑市長杯 9月25日（木）～30日（火）

半田市の市外局番は▶0569 24はんだ市報　2025.9



情 報 コ ー ナ ー

あなたの気持ちを話してみませんかあなたの気持ちを話してみませんか

　９月１０日の「世界自殺予防デー」から１６日までの１週間は、「自殺予防週間」です。
市では「いのちを支え きぼうが未来につながる まちの実現」を目指して自死対策を推進しています。
どの人にも悩みやストレスがあり、誰でもつらい気持ちになることがあります。
こころが疲れきってしまう前に、あなたの気持ちを誰かに話してみませんか。
誰かに話すことで気持ちが楽になるかもしれません。
相談先に迷ったら、健康課の「こころの保健室」
やＱＲコードに掲載されている「悩みごとに関す
る各種相談窓口」をご利用ください。
　健康課　☎８４-０６６２

ほっとした..

話きくよ

出張！こころの保健室
「ストレスチェックをしよう」

保健師によるこころの相談と
唾液検査によるストレスチェック
が受けられます。
　９月２４日（水）　１０時～１３時
　半田市立図書館　エントランスホール
　市内在住の方
　無料（申込不要）
　健康課　☎８４-０６６２

※市ホームページに、お疲れ度チェックシートや
相談窓口一覧の掲載があります。

ひきこもりを支える家族教室ひきこもりを支える家族教室
　「ひきこもり」について正しい知識を学び、ひきこもり当事者に対する理解を
深めるため、オンラインによる「家族教室」を開催します。
　市役所４階、会議室４０４で聴講できます。また、相談員に相談することもできます。

配信方法　Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｔｅａｍｓによるオンラインでのライブ配信および後日YouTubeによるオンデ
マンド配信

※各回単発で参加することもできます。（予約不要）
　ひきこもり状態の方の家族
　生活援護課　☎８４-０６７７

　 日時 内　　容

第１回 ９月１２日（金）
１４時～１５時３０分

講演　「ひきこもりの理解について」
講師　鳥取県立精神保健福祉センター　原

は ら だ
田 豊

ゆたか
氏

第２回 １０月２日（木）
１４時～１５時３０分

講演　「家族の体験談 ～ひきこもる方の家族として大切にしたいこと～」
講師　NPO法人なでしこの会　副理事長　村

むらまつ
松 和

か ず こ
子氏

第３回 １１月２１日（金）
１４時～１５時３０分

講演　「当事者の体験談① ～当事者の視点から～」
講師　低空飛行net　代表　フジヤマ氏
　　　　　　　　　　メンバー　未

み ら い
来氏

第４回 １２月１６日（火）
１４時～１５時３０分

講演　「当事者の体験談②～当事者から伝えたいこと～」
講師　NPO法人なでしこの会
　　　ＫＨＪピアサポーター　伊

い が み
神 亮

りょう
氏

ページ番号
1006047

ページ番号
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ページ番号
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情 報 コ ー ナ ー

ペアレント・トレーニング（子育てサポート連続講座）ペアレント・トレーニング（子育てサポート連続講座）

女性のための傾聴講座女性のための傾聴講座

健康サポーター養成講座健康サポーター養成講座
～始めよう健康づくり、広げよう健康の輪～～始めよう健康づくり、広げよう健康の輪～

家庭での子どもとの関わり方について、公認心理師による講座を実施
します。子育てが大変だと感じている方、一緒に学びましょう。
　①本講座（全３回）	 １０月２１日（火）、１１月１１日（火）、２５日（火）

		  １０時～１２時
　　②フォローアップ講座	 １２月２日（火）　１０時～１２時
　つくし学園　会議室
　①未就学児～小学３年生の保護者　②本講座を以前受講された方
　①②各１０名（先着順）

申込期間　①１０月６日（月）まで　②１１月１７日（月）まで
　申込フォームからお申込みください。
　つくし学園　☎２１-６０４９

　女性をとりまく社会背景を知り、上手な傾聴について学びましょう。
回 日にち 時間 内　容
１ １０月１４日（火）

１０時～１２時

女性をとりまく社会～生きづらさの源を考える～
２ １０月２１日（火） 母娘の関係について考える
３ １０月２８日（火） 女性に対する暴力について考える
４ １１月４日（火） 日ごろの自身の聴き方の傾向に気付づく（体験ワーク）
５ １１月１１日（火） 上手な聴き方・伝え方のポイントを学ぶ
６ １１月２５日（火） 上手な聴き方・伝え方を習得する（実践ワーク）
　市民交流センター（クラシティ３階）　　 　３０歳以上の女性で、全講座に出席できる方
　２０名程度（先着順）　　 　筆記用具　　 　無料
　９月８日（月）から１０月３日（金）に電話または申込フォームからお申込みください。
　市民交流センター　☎３２-３４３０

健康サポーターは、自分や家族、地域の人が健康になるための活動をして
いて、地域の区民展やイベントで健康測定を行っています。講座では、栄養や
歯科、こころの健康づくりを学びます。健康測定の実技もあり、楽しく参加できます♪

日時 場所 内　容

１ １０月８日（水）
１３時３０分～１５時３０分

市役所４階
４０２会議室

・オリエンテーション：健康課、健康サポーターの活動紹介（保健師）
・講座：栄養、こころの健康について（管理栄養士/保健師）
・実技：野菜の手ばかり体験、ストレスチェック

２
１０月１５日（水）
１３時３０分～１５時３０分
※健康サポーター勉強

会との合同開催

市役所４階
大会議室

・実技：血圧・握力・体組成・ストレスチェック・糖化度・肌年齢、血管年齢
測定

・講座：測定結果の見方
※ヤクルト東海との共同開催

３ １０月２２日（水）
１３時３０分～１６時

市役所４階
４０２会議室

・講座：歯科、生活習慣・運動について（歯科衛生士/保健師）
・実技：咀嚼力ガム、椅子に座ってできる運動
・その他：健康サポーターの登録について

　市内在住の４０歳～６４歳の方　　 　１５名（先着順）※初めての方を優先
　筆記用具、水分　　 　無料
　１０月３日（金）までに申込フォーム、電話またはＥメールからお申込みください。
　健康課　☎８４-０６６２　 kenkou@city.handa.lg.jp

ページ番号
1001938

ページ番号
1002368

▲②フォローアップ講座
申込フォーム

▲②フォローアップ講座

▲①本講座
申込フォーム

▲①本講座

▲申込フォーム

▲申込フォーム
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情 報 コ ー ナ ー

高齢者・障がい者虐待防止講演会高齢者・障がい者虐待防止講演会

博物館講座『文化財よもやま話』博物館講座『文化財よもやま話』

いきいきセカンドライフ講座いきいきセカンドライフ講座

高齢者・障がい者の財産と権利を守るために、どんなことができるのか、事
例をもとに分かりやすく学びます。
　１０月２２日（水）　１３時３０分～１５時
　市役所４階　大会議室
　８０名（先着順）
　無料
　９月８日（月）から１０月２１日（火）に申込フォーム、電話、ＦＡＸまたはEメールでお申込みください。
　高齢介護課　☎８４-０６４８　FAX２５-２０６２　 kaigo@city.handa.lg.jp　

　　地域福祉課　☎８４-０６４1　FAX２２-２９０４　 chiikifukushi@city.handa.lg.jp

半田市文化財専門委員が、歴史や文化財について楽しくわかりやすく話を
します。初めての方も気軽にご参加ください。

日　　時 発　表　内　容（タイトル）

１０月５日（日）� １３時３０分～１５時 美浜町・大
お お み

御堂
ど う じ

寺伽
が ら ん

藍と知多の仏
ぶつどう

堂

１０月５日（日）� １６時～１７時３０分 クマムシのはなし

１０月１１日（土）�１３時３０分～１５時 守札からみる信仰と民俗

１０月１１日（土）�１６時～１７時３０分 江戸時代における亀崎の酒造業の展開

１０月１２日（日）�１３時３０分～１５時 古代東海道のルート推定をめざして

１０月１２日（日）�１６時～１７時３０分 文化財としての山車保存修復について（亀崎潮干祭の山車彫刻修理を例に）

１０月１８日（土）�１３時３０分～１５時 里山の保全・活用の現状と課題

１０月１８日（土）�１６時～１７時３０分 世界史上の中世知多

※天候やその他の事由により、中止や変更となる場合があります。
　博物館２階　視聴覚室　　 　各回５０名（当日先着順）
　無料（申込不要）　　 　博物館　☎２３-７１７３

セカンドライフを楽しむためのさまざまなツールを知ると、外出意欲の増進、介護予防、
生きがいづくりにつながります。ずっと元気で幸せな毎日を送るための準備を始めませんか。

開催日 時間 場所 内容
１０月１６日（木） ①１０時～１１時３０分

②１３時３０分～１５時

※①または②から選択
※講座により３０分の延長あり

瀧上工業雁宿ホール
第３会議室　 表情筋を鍛えてエイジングケア

１１月２０日（木） 赤レンガ建物 まち歩き
１２月１８日（木）

瀧上工業雁宿ホール
第３会議室　

絵手紙
令和8年１月１５日（木） 認知症対策
令和8年２月１９日（木） モルックで遊ぼう
令和8年３月１９日（木） みんなで歌おう
　①②それぞれ２０名（先着順）
　１,０００円（６回分）

※全講座参加できなくても構いません。
　９月１８日（木）１１時から電話で半田市社会福祉協議会ボランティア地域ささえあいセンターへ

　☎２５-０００２

ページ番号
1010383

ページ番号
1010243

▲申込フォーム
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蔵出し日記

K U R A D A S H I N I K K I

市内５つの県立高校の生徒が市報記事を作成！

愛称

市民活動支援センター
はんだまちづくりひろば

誰もが関われる、支え合える、市民活動。ぜひ一歩を踏み出してみませんか？

市民活動・ボランティア
活動に関する相談窓口
machihiro@city.handa.lg.jp

☎32-3440

障がいのある若者は、高等部卒業後、ほとんどの方が就労します
が、さまざまな要因で３人に１人が離職するともいわれています。ゆっ
くり成長する彼らだからこそ、社会に出るまでの準備期間はもっと長く
あって欲しいと願っても、学生として学び続ける選択肢はほとんどあ
りません。
『愛知に学びの場を拡げる会』では、障がいのある若者も自分らしく

生きられる社会を目指し、高等部卒業後の学びや成長の機会を社会
全体で支えることの大切さを発信しています。７月には“学びの場”を実
践する団体の代表理事を招いた講演会を開催しました。１００名以上が
参加し、熱心にメモを取りながら耳を傾けていました。学びの場の重
要性やその可能性が広く伝わる機会となりました。

『雅楽と書道の会』では、子
どもから大人まで様々な世代
が伝統文化の魅力に触れ、伝
統文化を次世代へつないで
いくため、演奏会や体験活動
を行っています。７月には、定
期演奏発表会が開催され、約
１００名の幅広い年代の方が
来場しました。雅楽の音色や
書道パフォーマンスが披露さ

れるたびに、大きな拍手が送られ、伝統文化の魅力が会場いっぱいに広がりました。こうした活動を通じて地域コ
ミュニティが広がり、地元への愛着を育みながら、伝統文化を未来に伝え、地域に文化の魅力を発信しています。

市内では、さまざまな市民活動が活発に行われています。

今回は、障がいのある方の「学びの場」の必要性を広める活動、伝統文化を次世代につなぐ活動など、地域の人た
ちが主体となって未来をつくる取組をご紹介します。

※いずれの活動も、令和７年度市民活動助成金を活用して実施された事業です。

多彩な活動が生み出す 学びとつながり

相談窓口

市民交流センター
（クラシティ３階） 

開所時間

月曜日～土曜日
9時～17時15分

休館日

毎月第４水曜日
（祝日の場合はその翌日）

年末年始
12月29日～1月4日

障がいのある若者の「学び」を支える ―愛知に学びの場を拡げる会―

伝統文化を未来へつなぐ ―雅楽と書道の会―
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蔵出し日記

K U R A D A S H I N I K K I

市内５つの県立高校の生徒が市報記事を作成！
第２回目は、半田東高等学校です。
市内の高校に通う学生が、普段の高校生活を送るなかで気になる話題を、高校生独自の視線で発信します。

※記事の内容は高校生ライターの意見や表現を反映しており、編集は最小限に留めています。

私は半田市で生まれ育ちました。市内の小中学
生の夏休みの宿題のひとつに、半田市が主催する
絵画コンクールがあります。私は小学１年生から９
年間、毎年応募していました。その時期になると、
夏休みの前からいろいろ探して回りました。

醸造の町ならではの半田運河付近、読書好きの自分にとって心がワクワクする
半田市立図書館、半田市出身の作家である新美南吉にちなんだ南吉時計台、歴
史が感じられる赤レンガ建物…。日常生活で見る何気ない風景ですが、こういう

機会に改めて探してみると、ステキな場所が
多くあるなと感じる良い機会でした。

その中でも私のおすすめの場所は、季節
限定でモッコウバラが楽しめる小栗家住宅
です。白くて小さなモッコウバラが美しく咲く様子をぜひ見てもらいたいと思い
ます。その他にも、半田市の街並みや神社、山車祭りなど、歴史を感じられる魅
力的なものが多くあることは、半田市の自慢です。

私が通っている半田東高校は、「一心不乱」の校訓のもと、勉強と行事に力を入れている学校で
す。年に２回の球技大会や体育祭、文化祭では各クラスが優勝を目指して一致団結します。行事す
べての結果の合計でもらえる「カモメダル」は、仲間と一緒に頑張ったごほうびです。学習面でのサポートも充実してい
て、親身になって教えてくれる先生方のおかげで、勉強を頑張ってみようというやる気に繋がっています。

２年生の大きな行事は何といっても修学旅行！二泊三日の沖縄の旅でした。飛
行機に乗ったこと、沖縄の街並み散策や文化的建物を見学したこと、みんなと一
緒の食事やおやつ。友達と楽しい時間を過ごしたことは、とても大切な思い出に
なりました。また、平和学習として、ひめゆりの塔や平和記念公園にも訪れまし
た。特にひめゆりの塔では、自分と同年代の少女たちの戦争体験を見聞きして、
今まで遠い存在だと思っていた戦争の話が身近に感じられました。小説や映画で
知るだけでなく、実際に訪問して響くことがある「百聞は一見に如かず」だと感じ
る経験になりました。

半田の魅力的な風景

半田東高校での日々

高校生レポーター
半田東高校 S.I

▲半田東高校のキャラクター
「かもっぴ」

▲修学旅行の様子

▲小栗家住宅のモッコウバラ（小学6年生の時の作品）

▲赤レンガ建物（中学2年生の時の作品）

▲半田運河（中学1年生の時の作品）
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